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功績・栄光をたたえます

功
績
を
た
た
え
ま
す 

　
教
育
、
学
術
、
文
化
、
体
育
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
他
の

模
範
と
な
る
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
「
高
梁
市
教
育
委
員
会
表
彰
」
の
受
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
か
ら
高
梁
市
体
育
協
会
会

長
と
し
て
、
平
成
30
年
５
月
の
退
任
ま

で
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
や
市

内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
組
織
化
な
ど
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
リ
ー
ズ
高
梁
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
大
会

で
は
第
８
回
大
会
ま
で
実
行
委
員
会
委

員
長
を
務
め
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
人

口
増
加
に
向
け
て
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

樋ひ
ぐ
ち口 

滿み
つ
るさ

ん（
松
原
通
）

　

平
成
17
年
の
備
中
文
化
協
会
、
平
成

18
年
の
備
中
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
り
、
各
会
の
会

長
な
ど
を
歴
任
。地
域
の
文
化・ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
21
年
か
ら
は
「
平
川
の

歴
史
を
か
た
る
会
」
の
会
長
と
し
て
郷

土
の
歴
史
や
文
化
財
の
調
査
・
研
究
に

あ
た
ら
れ
、
冊
子
の
発
刊
や
講
演
な
ど

の
活
動
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
社
会

教
育
お
よ
び
学
術
の
振
興
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

江え
ぐ
さ草 

正ま
さ
み
つ光

さ
ん（
備
中
町
平
川
）

高
梁
市
教
育
委
員
会
表
彰

高
梁
市
教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰

秋あ
き
や
ま山 

雅ま
さ
み美

さ
ん（
総
社
市
）

　

高
梁
公
民
館
講
座
「
実
用
書
」
の
講

師
と
し
て
、
22
年
の
長
き
に
わ
た
り
指

導
に
あ
た
ら
れ
、
生
涯
学
習
の
推
進
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

松ま
つ
ま
え前 

俊と
し
ひ
ろ洋

さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

　

高
梁
公
民
館
講
座
「
郷
土
史
」
の
講

師
と
し
て
、
21
年
の
長
き
に
わ
た
り
指

導
に
あ
た
ら
れ
、
生
涯
学
習
の
推
進
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

高
梁
市
長
表
彰

　
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
職
務
に
精
励
し
、
市
民
の
福
祉
向
上
に
努
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
個
人
を

表
彰
す
る
「
高
梁
市
長
表
彰
」
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員

宍し
し
ど戸 

ヒ
サ
子こ

さ
ん（
御
前
町
）

藤ふ
じ
え江 

孝こ
う
い
ち一

さ
ん（
中
原
町
）

渡わ
た
な
べ邊 

清き
よ
た
か隆

さ
ん（
落
合
町
近
似
）

島し
ま
だ田 

進す
す
むさ

ん（
巨
瀬
町
）

深ふ
か
も
と本 

文ふ
み
お雄

さ
ん（
松
原
町
松
岡
）

沖お
き
も
と元 

輝て
る
お夫

さ
ん（
松
原
町
春
木
）

片か
た
や
ま山 

美み

喜き

●え

さ
ん（
高
倉
町
田
井
）

渡わ
た
な
べ邉 

日ひ
で
は
る
出
治
さ
ん（
高
倉
町
田
井
）

角か
く
ど
う銅 

勇ゆ
う
じ二

さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

江え

だ田 

睦む
つ
お雄

さ
ん（
有
漢
町
上
有
漢
）

岩い
わ
も
と本 

哲て
つ
じ二

さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

木き
ぐ
ち口 

郷さ
と
し史

さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

南み
な
み 

明あ
き
こ子

さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

　
長
年
に
わ
た
り
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
に
お
い
て
チ
ー
ム
の
ま
と
め
役
と

し
て
力
を
発
揮
し
、
障
が
い
者
の
社
会
参

加
推
進
の
面
で
も
傑け

っ
し
ゅ
つ出
し
た
存
在
と
し

て
、
他
の
会
員
の
模
範
と
な
り
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
の

分
野
で
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
・
団

体
を
顕
彰
す
る「
小
河
原
障
害
福
祉
顕
彰
」

の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
故
小お

が
は
ら
河
原
澄す

み
こ子
さ
ん
か
ら
寄
付
を
受
け

た
高
梁
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
か
ら
の

資
金
提
供
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
に
障
害

福
祉
功
労
者
の
顕
彰
、
障
が
い
者
の
地
域

活
動
支
援
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
同

賞
は
、
小
河
原
障
害
福
祉
基
金
を
活
用
し

て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

小
河
原
障
害
福
祉
顕
彰

ス
ポ
ー
ツ
功
労

森も
り
す
え末 

萬ま
ん
じ治

さ
ん（
玉
川
町
下
切
）
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